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《第１回定例会一般質問》《《《第第第１１１回回回定定定例例例会会会 般般般質質質問問問》》》

小関　祥子おぜき祥子

◆
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

＿
地
方
の
こ
と
は
地
方
で
＿

　

駅
前
に
産
婦
人
科
と
高
齢
者
住
宅
の
整

備
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　

駅
前
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
先
行
し
、

魅
力
の
あ
る
土
地
を
つ
く
り
た
い
。
地
区

の
方
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
機
運
が
高

ま
り
、
土
地
の
集
約
が
で
き
る
状
況
と
な

っ
て
く
る
こ
と
で
、
高
齢
者
住
宅
も
含
め
、

民
間
の
投
資
も
期
待
す
る
。

　

各
町
の
商
店
街
整
備
と
今
後
の
企
業
誘

致
計
画
は
。

　

各
町
の
商
店
街
は
、
加
入
店
舗
数
が
ど

ん
ど
ん
減
少
し
、
経
営
者
の
高
齢
化
と
後

継
者
も
難
し
い
状
況
で
、
商
店
街
の
機
能

維
持
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
。
地
場
産
業
の
振
興
と
、
複
合
的
な

産
業
構
造
に
す
る
た
め
の
企
業
誘
致
、
多

く
の
雇
用
を
生
み
出
す
商
業
施
設
の
誘
致

と
い
う
「
産
業
の
複
合
化
」
が
、
大
事
に

な
っ
て
く
る
。

　

第
六
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
は
。

　

高
齢
化
社
会
を
い
か
に
乗
り
切
る
か
。

特
養
や
老
健
施
設
は
必
要
最
小
限
で
、
健

康
寿
命
を
い
か
に
上
げ
て
い
く
か
が
課
題
。

　

ゴ
ミ
の
有
料
化
は
今
の
段
階
で
考
え
て

い
な
い
。
保
護
者
の
負
担
軽
減
と
い
う
側

面
か
ら
、
学
習
教
材
費
や
校
外
学
習
費
の

負
担
、
学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
ど
う
す

る
の
か
と
い
う
議
論
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
は
、
県
が
小
学
校
就

学
前
ま
で
、
小
学
校
入
学
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
を
市
の
単
独
事
業
と
し
て
全
額
補

助
。
全
国
的
に
は
、
通
院
補
助
は
小
学
生

ま
で
が
大
半
で
、
土
岐
市
と
し
て
高
校
生

ま
で
広
げ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

東
鉄
バ
ス
の
市
内
一
律
２
０
０
円
に
つ

い
て
は
、
欠
損
に
係
る
補
て
ん
の
財
源
を

ど
う
確
保
す
る
か
が
問
題
で
、
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。
市
民
の
足
を
確
保
す

る
こ
と
は
大
事
だ
が
、
費
用
対
効
果
を
見

て
最
低
限
の
確
保
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。
可
児
市
な
ど
県
内
5
市
で
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
一

般
的
な（
住
宅
）リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
補

助
制
度
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。　

　

県
営
水
道
は
長
期
収
支
計
画
を
3
年
に

一
度
見
直
し
て
い
る
が
、
平
成
26
年
度
か

ら
料
金
改
定
が
行
わ
れ
、
次
期
見
直
し
は

平
成
28
年
度
に
行
わ
れ
る
。

　

下
水
道
会
計
の
操
出
が
10
億
を
切
っ
て

大
分
下
が
っ
て
き
た
。
料
金
収
入
で
運
営

費
が
賄
え
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
が
、（
値

下
げ
）
は
ま
だ
難
し
い
。
ケ
ア
付
き
住
宅
、

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
住
宅
整
備
は
、

民
間
事
業
者
の
参
入
を
希
望
し
て
い
る
。
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小関　祥子宮地　順造

　

東
濃
西
部
都
市
間
連
絡
道
路
に
つ
い
て
。

　

4
・
2
㎞
の
内
2
・
2
㎞
が
先
頃
供
用
開

始
さ
れ
残
り
2
㎞
に
つ
い
て
は
、
今
後
道

路
の
設
計
を
実
施
し
丈
量
測
量
、
用
地
買

収
、
工
事
着
手
と
い
う
手
順
で
行
う
。
予

算
の
関
係
も
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
未
定
で

す
が
、
早
期
完
成
に
向
け
て
要
望
し
て
行

く
。

　

地
権
者
の
方
へ
は
、
詳
細
設
計
を
完
成

し
た
後
に
、
事
業
主
体
の
県
が
事
業
説
明

を
行
う
予
定
で
、
市
は
協
力
し
て
行
く
。

　

ハ
イ
テ
ク
ロ
ー
ド
南
北
線
に
つ
い
て
。

　

残
り
４
０
０
ｍ
区
間
に
つ
い
て
は
、
今

月（
3
月
）か
ら
工
事
を
着
手
し
て
お
り
、

北
側
か
ら
南
側
へ
順
次
行
っ
て
い
く
。

　

工
事
完
成
時
期
に
関
し
て
は
、
予
算
の

関
係
上
、
今
の
と
こ
ろ
未
定
。

　

県
道
多
治
見
恵
那
線
と
の
接
点
に
つ
い

て
は
、
県
道
多
治
見
恵
那
線
が
ち
ょ
っ
と

上
が
る
形
で
交
差
す
る
予
定
。

　

都
市
計
画
公
園
「
下
石
西
山
公
園
」
に

つ
い
て
。

　

あ
と
公
園
敷
地
に
必
要
と
さ
れ
る
残
土

量
は
10
万
立
米
で
、
県
の
工
事
か
ら
発
生

す
る
土
砂
が
5
万
立
米
、
公
園
予
定
地
の

地
山
部
分
の
切
り
土
5
万
立
米
で
対
応
す

る
。

　

敷
地
面
積
は
、
約
2
万
１
，０
０
０
平

米
と
し
て
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

を
設
置
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
出
入

り
口
は
、
公
園
南
側
、
県
道
肥
田
下
石
線

に
接
道
す
る
。

　

平
成
30
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
努

力
す
る
。

▲東濃西部都市間連絡道路開通式
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《第１回定例会一般質問》

小関　祥子髙井由美子

◆
美
化
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

犬
等
の
糞
尿
や
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
の
ポ
イ
捨
て
防
止
の
た
め
に
環
境

美
化
条
例
制
定
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
監
視
員
の
設
置
な
ど
、
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
を
強
化
し
、
不
法
投
棄
の
設

置
要
綱
に
も
と
づ
き
環
境
保
全
に
努
め
て

い
く
。

◆
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

　

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
不
審
者
の
防
犯

対
策
や
、
ご
み
、
不
法
投
棄
の
監
視
に
抑

制
効
果
の
あ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。 

　

最
も
効
果
が
あ
る
の
は
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
で
、
人
目
に
よ
る
監
視
を
考
え
る
。
防

犯
カ
メ
ラ
は
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
。

　

犯
罪
抑
止
や
防
犯
対
策
の
た
め
に
、
町

内
会
な
ど
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
対

し
て
の
公
費
助
成
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
、
録
画
映
像
の
管
理
、
維
持

管
理
経
費
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
町

内
会
で
設
置
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
町
内

を
は
じ
め
市
民
の
行
う
公
共
性
、
公
益
性

な
ど
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
一
環
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
費
補
助
金
制
度
が

該
当
す
る
。

◆
凍
結
予
防
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
現
状
を
伺
い
ま
す

　

自
治
会
要
望
に
よ
り
、
新
設
と
老
朽
化

の
交
換
を
合
わ
せ
て
毎
年
30
基
前
後
の
設

置
を
し
て
お
り
、
１
，１
８
５
基
の
設
置

管
理
を
し
て
い
る
。

　

冷
え
込
み
が
強
い
朝
、
霜
が
お
り
た
早

朝
な
ど
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
曇
っ
た
り
凍
結

し
て
白
く
な
り
危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

エ
コ
で
ロ
ー
コ
ス
ト
な
曇
ら
な
い
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　

今
現
在
使
っ
て
い
る
ミ
ラ
ー
は
、
衝
撃

に
強
い
ス
テ
ン
レ
ス
の
も
の
で
す
。
気
象

状
況
、
交
通
量
、
危
険
度
、
価
格
な
ど
注

意
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

《《《第第第１１１回回回定定定例例例会会会 般般般質質質問問問》》》

小関　祥子渡邉　隆

◆
地
方
創
生
土
岐
市
総
合
戦
略
と
予
算

　

土
岐
市
版
創
生
へ
の
基
本
的
考
え
、
国

が
示
し
て
い
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」

で
抱
え
て
い
る
問
題
、
人
口
減
少
、
地
域

経
済
等
構
造
的
要
因
、
土
岐
市
に
あ
る
特

性
、
課
題
、
人
口
数
の
推
移
、
構
成
、
特

徴
、
認
識
に
つ
い
て
説
明
を
。

　

人
口
推
移
は
合
併
後
10
年
は
千
人
程
増

加
、
昭
和
50
年
代
か
ら
6
万
5
千
人
で
横

ば
い
、
平
成
8
年
6
万
６
，６
２
１
人
で

最
高
、
平
成
26
年
6
万
５
２
７
人
で
、
18

年
間
で
６
，０
９
４
人
、
率
9
・
2
％
減
で

す
。
千
人
あ
た
り
の
出
産
者
数
が
平
成
25

年
6
・
21
人
、
平
成
20
年
7
・
28
人
、
出
産

年
齢
で
は
平
成
元
年
25
歳
か
ら
29
歳
で
全

体
の
50
・
3
％
、
平
成
25
年
25
・
2
％
に
低

下
、
35
歳
以
上
が
平
成
元
年
5
・
6
％
、

平
成
25
年
28
・
2
％
に
急
激
に
増
加
、
年

齢
上
昇
傾
向
が
あ
る
。
一
生
の
出
産
数
は

実
感
で
2
人
程
で
は
な
い
か
。
町
別
減
少

率
は
、
曽
木
23
％
、
駄
知
22
・
5
％
、
鶴

里
17
・
9
％
、
下
石
町
を
除
い
て
7
町
で

減
少
で
す
。
近
隣
市
の
千
人
あ
た
り
の
出

産
者
数
は
多
治
見
6
・
74
人
、
瑞
浪
8
・
58

人
で
、
当
市
が
最
も
低
く
、
ま
た
高
齢
者

数
割
合
が
最
も
高
く
、
少
子
高
齢
化
が
顕

著
で
す
。
社
会
減
に
つ
い
て
は
、
高
校
、

大
学
卒
業
後
に
市
外
へ
就
職
す
る
若
者
や
、

女
性
は
結
婚
で
転
出
が
多
い
状
況
で
す
。

　

若
者
の
流
出
、
出
産
数
の
減
少
の
歯
止

め
に
対
す
る
総
合
戦
略
と
予
算
、
第
六
次

総
合
計
画
等
で
具
体
的
対
応
策
を
描
い
て

い
る
の
か
説
明
を
求
め
た
い
。

　
（
市
長
）
人
口
減
少
対
策
で
一
番
は
出

生
率
を
上
げ
て
い
く
こ
と
。
子
ど
も
育
成

期
の
環
境
を
い
か
に
整
備
す
る
か
に
尽
き

る
。
あ
と
は
、
移
動
減
に
つ
い
て
地
域
間

の
競
争
で
は
な
く
国
全
体
の
底
上
げ
が
一

番
好
ま
し
い
で
す
。
私
は
子
育
て
支
援
を

重
点
に
進
め
ま
す
。

　

対
応
は
財
源
確
保
、
保
育
士
の
待
遇
、

総
合
病
院
へ
の
満
足
度
、
願
い
は
故
郷
出

産
、
小
児
科
整
備
で
す
。
実
際
的
課
題
へ

の
見
通
し
を
含
め
説
明
を
求
め
ま
す
。

　

保
育
士
を
は
じ
め
、
人
の
力
が
大
事
で

す
が
、
総
合
戦
略
の
主
眼
は
人
口
減
少
と

地
域
創
生
で
あ
り
、
焦
点
を
そ
ち
ら
に
絞

っ
て
戦
略
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

●
市
の
現
状
と
展
望
、
認
識
は
基
本
条
例

を
も
と
に
市
民
に
応
え
る
べ
き
で
す
。
新

し
い
あ
り
方
を
持
ち
、
議
会
議
員
の
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
審
議
を
は
じ
め
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
、
議
会
の
独
自
性
が
ど

こ
ま
で
提
言
で
き
る
か
に
あ
り
ま
す
。
市

政
へ
の
関
心
、
一
体
感
が
持
て
る
目
標
に

向
か
っ
て
議
会
の
あ
り
方
を
改
革
し
ま
す
。
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《第１回定例会一般質問》

小関　祥子

小関　祥子

布施　素子

山内　房壽

　

第
六
次
土
岐
市
総
合
計
画
策
定
に
あ
た

り
、
市
長
の
市
政
方
針
の
総
括
と
六
次
総

合
計
画
審
議
会
で
示
さ
れ
た
意
図
は
。

　

市
政
方
針
に
つ
い
て
は
、
今
の
段
階
で

行
政
主
体
の
み
で
は
難
し
い
。
土
岐
市
全

体
の
中
で
は
方
々
で
機
運
が
高
ま
り
、
一

定
の
方
向
性
は
出
て
き
て
い
る
。

　

地
方
自
治
法
の
改
正
と
地
方
分
権
が
進

む
中
で
、
第
六
次
は
総
合
計
画
に
特
化
し

た
条
例
の
制
定
で
進
め
よ
う
と
思
う
。

　

議
会
は
、
基
本
構
想
の
議
決
後
は
即
行

政
の
実
施
計
画
決
定
の
み
と
い
う
こ
と
か
。

　

議
決
の
後
は
二
層
構
造
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
中
間
に
個
別
構
想
が
色
々

あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
で
議
会
と
も
連

携
を
と
り
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
く
。

　

今
ま
で
以
上
に
議
会
が
求
め
な
け
れ
ば

即
実
施
計
画
で
は
じ
め
て
政
策
決
定
が
知

ら
さ
れ
る
こ
と
は
心
配
で
あ
る
。
問
題
だ
。

　

審
議
委
員
の
意
見
に
、
少
子
化
対
策
と

教
育
が
重
要
で
、
次
世
代
育
成
税
の
導
入

を
考
え
、
そ
の
税
収
入
を
大
学
教
育
無
償

化
に
あ
て
る
と
い
う
意
見
は
大
変
貴
重
で

す
。
か
ね
て
よ
り
私
は
同
じ
考
え
を
持
ち
、

話
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
地
方
創

◆
新
教
育
委
員
会
制
度
に
つ
い
て

　

新
制
度
移
行
の
時
期
は
。

　

新
制
度
の
移
行
時
期
は
、
平
成
27
年
4

月
1
日
の
施
行
で
す
が
、
土
岐
市
の
場
合

は
、
現
教
育
長
の
在
職
が
平
成
30
年
3
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
新

制
度
移
行
は
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
で

任
期
は
3
年
で
す
。

　

従
来
と
新
制
度
に
違
い
は
。

　

任
命
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
行
は
議
会

の
同
意
を
必
要
と
す
る
教
育
委
員
会
の
委

員
と
し
て
選
任
を
さ
れ
た
後
に
、
教
育
委

員
会
が
教
育
長
を
任
命
す
る
と
い
う
手
続

で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
新
教
育
長
は
、
直

接
市
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
教
育
長
の
権
限
は
。

　

教
育
委
員
会
の
会
務
を
総
理
し
教
育
委

員
会
を
代
表
す
る
、
す
な
わ
ち
会
議
の
主

宰
者
で
事
務
局
の
指
揮
監
督
者
で
す
。

　

会
議
の
招
集
は
。

　

市
長
が
招
集
い
た
し
ま
す
。

　

会
議
は
市
長
が
主
導
す
る
の
か
、
教
育

長
が
会
議
を
主
導
す
る
の
か
。

　

教
育
の
目
標
と
か
、
施
策
の
根
本
的
な

生
先
行
型
地
方
版
総
合
戦
略
策
定
事
業
に

使
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

総
合
戦
略
は
市
独
自
の
考
え
で
つ
く
れ

と
い
う
こ
と
で
、
基
礎
作
業
は
職
員
が
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
ま
と
め
る
と

い
う
も
の
で
、
国
も
い
ろ
ん
な
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
中
で
い
ろ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
て
お
り
、
利
用
で
き
る
も
の
は
利
用

し
て
い
き
た
い
。

　

27
年
度
か
ら
5
ヶ
年
の
計
画
策
定
と
い

う
こ
と
だ
が
、
土
岐
市
に
特
化
し
た
よ
う

な
何
か
を
生
み
出
す
努
力
を
し
、
年
度
途

中
で
あ
っ
て
も
財
源
が
な
い
か
ら
と
い
う

こ
と
は
な
い
か
。

　

通
常
と
は
別
に
交
付
金
と
い
う
形
で
個

別
の
事
業
に
つ
い
て
、
財
源
措
置
は
用
意

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

病
院
事
業
改
革
プ
ラ
ン
策
定
を
市
長
部

局
が
や
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
き
な
予
算

措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
何
を
ど
の
よ

う
に
す
る
つ
も
り
か
。

　

総
務
省
と
厚
生
労
働
省
が
公
立
病
院
の

徹
底
し
た
成
果
評
価
を
し
、
あ
わ
せ
て
地

域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
公
立
病
院

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
改
革
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
従

い
、
経
営
の
効
率
化
、
病
院
間
の
連
携
と

か
公
立
病
院
が
果
た
す
役
割
の
明
確
化
を

し
、
問
題
意
識
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
。

●
市
民
に
と
っ
て
大
切
な
総
合
病
院
。
私

達
も
色
々
調
査
研
究
を
し
た
が
で
き
る
だ

け
整
理
す
べ
き
は
整
理
し
現
状
維
持
を
。

方
針
は
、
市
長
の
ほ
う
が
策
定
し
ま
す
。

◆
総
合
病
院
に
つ
い
て

　

病
院
事
業
改
革
プ
ラ
ン
で
ど
の
よ
う
な

改
革
を
さ
れ
る
の
か
、
病
院
の
あ
り
方
を

検
討
さ
れ
る
の
か
。

　

病
院
改
革
プ
ラ
ン
を
進
め
る
と
い
う
こ

と
で
、
土
岐
市
だ
け
で
完
結
す
る
よ
う
な

プ
ラ
ン
で
あ
れ
ば
、
私
は
内
部
的
な
も
の

で
い
い
ん
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
広
域
的

な
観
点
で
医
療
を
ど
う
や
っ
て
確
保
し
て

い
く
か
、
そ
し
て
そ
の
赤
字
を
い
か
に
減

ら
し
て
救
急
医
療
を
確
保
す
る
か
と
い
う

点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
る
程
度
の
大
筋

と
い
う
か
、
め
ど
が
立
っ
た
段
階
で
皆
さ

ん
に
い
ろ
い
ろ
な
案
を
示
し
て
、
そ
の
中

で
検
討
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
考
え
で
い

ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
は
。

　

現
在
は
定
住
促
進
奨
励
金
制
度
、
婚
活

イ
ベ
ン
ト
開
催
補
助
、
乳
幼
児
医
療
助
成

制
度
、
放
課
後
教
室
の
運
営
等
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
は
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
、
子
育

て
や
教
育
、
雇
用
な
ど
が
充
実
し
た
住
み

や
す
い
環
境
等
、
人
口
減
少
対
策
の
具
体

的
な
事
業
を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

高
齢
者
集
合
住
宅
の
誘
致
は
。

　

土
地
関
係
が
非
常
に
複
雑
で
あ
り
有
効

な
土
地
の
集
約
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
誘
致

は
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
是
非
と
も
高
齢
者
集
合
住
宅
の
誘
致
を

お
願
い
し
ま
す
。


